
０
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

伝
一
一
一
巨
板
１
月
・
２
月
の
活
動
団
体
情
報

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

淡海の市民活動“ネットワーク情報誌OhxmNetwoxkCenterfmⅧuntary

Ｖ
Ｏ
・
ｌ
Ｃ
ｅ

OrganizatifDnS

」
の
ま
ち
で
一
言
ら
す
と
い
う
こ
と

▲
ワ
ラ
ハ
苓
小
ｖ
〆
ト
ー
ー
フ
ノ
イ
ト
Ⅲ

脇
加
貝
侶
示
圭
自
律
十
病
幅
馴
バ
蝉
伽
帝
〃
騨
肋
今
云

ノ
う
Ｉ
う
、
ｈ
ｌ
ｉ
ソ
へ
蔦
旨
侭
０
》

ツーけ垣

～

2０００．１

淡 と｡ｓ

一
一

藍罰1．

⑰
》
セ
ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

大
望
豆
塾
全
へ
造
在
来
工
法
住
宅
を
考
え
る
会
〉
（
‐
穴
｝
津
｛
巾
）

１
領員？ １１．１本カロム協会」に参加して

」r･どもたちと力１ノムを楽しむおうみちゃん

排し<はセンターインフォメーションを

ボート．象‘‘ノト『フーウ１，ア１．、字寺



何気何気なく使うこのボランティアという言葉、

皆さんはどのように考えていますか？

今回の特集は、龍谷大学助教授の筒井のり子さんと

逆
に
頼
む
方
も

ア
湘
励
は
お
金
に
硲
冊
な
人
し
か
出
来

必|、
■
●
。
●
．
■
●
０
。
．
。
●
。
●
０
．
。
■
□
Ｇ
■
●
●
Ｕ
●
■
０
●
ｑ
■
。
。
●
■
●
●
●
。
●
．
●
、
●
、
■
、
の
●
■

とて流しン筒
のボ協たテ井
協ラ会いイ③
Ⅲンやとア岐

認 細
なの十談ジ柵
お位字がメ祉
そ縦とｊＷン分
うづいえ｜、岬
とけってに以
いやたいつ外
うボＭ１まいか

|迄噸：
ポイ改際会ボ
てアめ交をラ

皆さ

ワボランティアって

昼なんだろう？ ゴ

最
近
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

町

塵］

ｑｌｌ２ /お金をもらっては、

、必けないの?L/ダ

■
一
■
一
■
■
■
■
■
■
０
■
０
■
０
言
■
．
■
■
一
■
９
阜
■
■
｜
■
日
ｑ
ｑ
■
一
■
一
■
６
．
■
一
■
■
■
■
０
■
日
■
．
■
■
一
■
．
■
９
．
０
０
■

対談をお届けします。

どんな活動なら

ボランティアになるの？

棒
同
井
、
そ
こ
が
一
冊
火
切
で
す
ね
。
ｎ
発
的
に
す

テ 11＝
一一

もいでもきり雁
たるすあノヒまの
ちんがるきす企

灘 熱
竪識織
っ選といびでと

蝿叫
学どく､んとノｋあ

日
花
・
岐
近
、
学
校
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
識

い
る
よ
う
で
ず
ノ
。

ん
だ
ん
実
現
し
た
り
し
て
、
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

を宝

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ⅲ

１

れ
ぱ
と
思
い
ま
す
。

る
か
ら
も
っ
と
Ⅲ
門
川
く
し
よ
う
と
Ⅲ
レ
バ
す
る
し
、

大津市のボランティアコーディネーター日花京子さ

お二人によるボランティアについての

ん

皮
の
対
仙
を
支
払
っ
た
〃
が
棚
み
や
す

日
花
⑪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勅
一
は
門
派
蝦
的
な
も
の

う
の
が
そ
こ
に
は
あ
る
の
だ
と
忠
い
ま
、
す
。

1mIろ他とし日ア
しん人らて花柄
てなのゎ収②助

際稲lIil
でがの弓でテさ
すあ評かほイに
。つiIliわしアつ
災てをいいhTiな

Ｉ溌職
ﾝ前でと。撫
稚鯉雌す
編〈た柵ら。
州いり(役

当
Ｉ
に
こ
ん
延
な
こ
と
で
き
る
の
？
、
と
い
う
こ
と
が
器

仲
間
ツ
セ
卿
や
そ
う
と
呼
び
か
け
た
り
す
る
し
。
水

で
、
や
れ
と
言
わ
れ
て
や
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り

了
体
験
す
る
ま
で
に
、
事
前
学
習
を
し
て
も
ら
》
え

ま
せ
ん
。
や
っ
て
い
る
う
ち
に
聯
小
し
く
な
る
と
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は

<日勤対呼イリ
な花とlilliびプす
り●いをまのる
、イ''ｆうもせもと

W;鯉4鮒
捌；なＩま
な場に捌鮮
↑命§のにボ労

;蟻
、はイも活ら
無少ア労動う
仙な活仙とタ

なンい
いテこ

とイと

も
あ
り
ま
す
。
少
し
池
川
ま
で
は
、
ボ
ラ

出
来
な
い
澗
動
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
侭

す
る
こ
と
で
Ⅲ
定
側
念
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
人
間

関
係
を
Ⅲ
だ
し
て
し
ま
わ
な
い
で
、
新
し
い
人
．

新
し
い
こ
と
と
出
会
う
こ
と
で
ま
た
Ⅲ
か
が
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
柔
ら
か
い
蚊
で
活
動
す

る
こ
と
が
火
切
だ
と
思
い
ま
す
。

有
償
？
、
無
償
ワ
．

写
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
、
①
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
＆

日
花
●
涌
勤
の
巾
に
は
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
よ

う
に
あ
る
限
度
受
け
了
の
費
川
負
州
が
な
い
と



たかしま/‘く郷塾代表

(財)淡海文化振興財団
運営会縦姿風

ぱ
い
い
と
思
い
、
ま
，
す
。

間
の
つ
き
合
い
な
の
で
、
そ
こ
が
う
ま
く
行
か
な

い
と
進
ま
な
く
な
り
ま
す
。
初
対
而
で
は
気
を
使

っ
て
い
て
も
、
川
激
が
蝋
え
て
く
る
と
い
ろ
ん
な

問
題
が
生
じ
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
い
と

き
が
あ
り
ま
、
す
ね
。

筒
井
●
や
は
り
咋
皿
Ｈ
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

そ
れ
を
事
業
化
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
き
ち
ん
と
サ
ー

日
花
②
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
柄
動
は
、

ビ
ス
提
供
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
必

ら
、
い
ろ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
も
っ
と
で

そ
れ
を
事
堆
不
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
？
Ｎ
Ｐ
Ｏ
？

■
■
□
さ
■
●
ｇ
●
■
■
■
■
●
。
Ｑ
旬
。
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
。
●
●
の

日
花
③
身
近
に
術
齢
問
題
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

以
前
と
比
べ
て
、
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
心

は
間
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
‐
大
津
の
』
附
祉
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
し
た
の
で
す
が
、
前
川
の
と
き
と
比

おうみをかんがえる…１

く｜ｌｌきみ一筒Ｐこ強をよて日いな筒方日ま

澱 溌轍
熟懲溌
職薪鵬,洲

淡海ネツト・コラム

こ
れ
か
ら
の
課
題

谷口浩志

の
肌
吻
八
川
、
参
参
肺
坐
９
る
こ

(たにぐち．ひろし）

■
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
臼
●
○
９
。
●
●
●
。
●
●
●
。
□
。
●
●
●
●
●
●
。
●
①
。
●
●
●
●
●
●
●
■

筒
井
⑬
大
き
く
一
言
Ⅷ
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
独
立
し
た
非
桝
利
の
ｎ
発
的

綜
・

な
州
休
”
で
す
が
、
・
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
吻
八
川
、
椛
務
所
を
か
ま
え
、
坐
、
伽
の
活

動
を
し
て
、
打
給
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
い
こ
う

と
い
う
タ
イ
プ
の
組
織
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
と
組
織
の
タ
イ
プ
が
す
こ
し
迷
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
ど
う
い
う
こ
と
を
Ⅱ
指

す
か
が
Ｌ
人
切
で
す
。
専
従
の
ス
タ
ッ
『
ノ
．
を
畔
叫
い
て

継
続
的
な
順
糾
堆
を
し
た
い
と
い
う
グ
ル
ー
《
ブ
は

組
織
化
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
必
嬰
に
な
り

き要ん
てでと

くすサ
れかＩ

人
間
と
人今一度、真剣に考える…

このまちで暮らすということ

Ｆ型
＆

メ

べ
て
禽
彼
粥
の
”
対
応
も
述
い
ま
し
た
恥
社
会
も
人
も

優
し
く
な
っ
て
、
も
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
川

、
す
る
人
が
脳
”
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
咋
冊
恥
仙
分
野
以
祁
外
に
も
言
え
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

筒
井
、
次
の
課
題
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン

私の休んでいるマキノ町は、金岡でも珍し

いカタカナの名前を持つ町です。滋賀県に

雌んでいる人でも、マキノ町には行ったこ

とがないという人もおられるかもしれませ

んね。もしかすると、こどもの頃に学校か

らスキーに行ったという人もあるかもしれ

ません。そんなマキノ町は、琵琶湖と、福

ﾉ|:県境をなす山々が織り成す、四季の自然

が大変すばらしいところです。

私が参加しているマキノ''1然観察倶楽部で

は、マキノ町の自然のすばらしさを、町内

外の人々に少しでも楽しみ、また、自然の

大切さを知って、自然との接し方を考えて

いただく場として、いろいろな機会を通じ

て勉強会や催しを企IiIjiしています。

赤坂IjIの111野草、メダカの観察から星空観

測、ネイチャーケーム、バードカービング

や僅を使ったリースづくり、水鳥観察会に

′IfIliハイキングなど、時|H1を忘れて胤然と

触れ合ってもらえるように、いろいろ工夫

を凝らしています。

また、たかしま六郷塾は、析動範囲を高島

郡5町l村に広げ、それぞれの町や村でまち

づくりに活躍しているメンバーが集まっ

て、広域のまちづくりを考えていこうとい

うグループです。やはりメインテーマは、

然や環境問題が中心となりますが、教育や

柵祉の|州哩についても話し合いを進めてい

ます｡この地に住んでいながら、地元につ

いて知らないことが多いため、まだまだ勉

強の連続ですが、広域でこそ考えられるよ

うな活動を模索しているところです。

Ｉ間人的に、ＮＰＯとの関わりは、まちづくり

から川発しましたが、今は物髄文明や消饗

社会といったまさに2()'1t紀を象徴するよう

な/|晶禰への反省も含めて、住まいにおける

環境とは何かをテーマに勉強しながら、ざ

まざまな活動を考えています。今、社会は

病んでいるといわれますが、より良い生活

を求めつづけてきた社会が、どこで道を間

違えたのか、何が問題だったのか。いまや

′k活の場が地球という時代になりました

が、杯らすということについてちょっと真

剣に巻えています。

阿
山
だ
と
思
い
ま
寺
ｙ
・
そ

２

ター

一デ

テ
ィ
ァ
の
剛
輝
除
だ
と
恩

ァ
と
の
側
》
係
づ
く
り
を
し
て
い
く
か
が
今
後
の
挑

題
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
ん
な

市
民
の
人
の
共
感
を
櫛
て
、
支
援
を
う
け
て
や
っ

て
い
く
こ
と
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
意
災
で
も
あ
る
の

で
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大



1３

角望み嫌。

F司り

一

P

己
や

一
帖
嚇
峨
厳
刑
知
識
や

音
楽
文
化
の
す
そ
の
を
－
．

広
げ
る
た
め

気
軽
な
コ
ン
サ
ー
ト
純
鴬

醐洲測搬淵
綱識織崇高
どと、協、でし協集々

脳修他海あ団参海Ｉ陸つ
な′|ミに外り休川外に人

;撫撫
難癖豚

炉，

韓謹撚
いど
はまに

外集々動力年ネや秋派
協えなにのかル活に進

報騒

､冬

１
日

験
を

：

協
″
協
会
と
改
約
し
ま
し
た
。
食
災
の
火
塚

成
尚
さ
ん
は
、
、
師
年
か
ら
２
年
間
、
ネ
パ
ー

ル
間
に
即
数
科
孜
師
と
し
て
の
派
辿
経
験
が

あ
り
ま
す
。

「
教
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
木
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
対
象

が
変
わ
っ
た
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
し
た
。
で
も
、

そ
こ
で
の
碓
活
は
、
い
ろ
ん
な
川
界
が
あ
る

こ
と
を
自
分
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
も
の

の
兄
方
が
ぐ
っ
と
広
が
っ
た
鉱
が
し
ま
す
」

■
●
・

●
●
今

ｏ
ｏ
－

ｏ
Ｃ
ｐ

》
。
』 Ｇ

四

雲Ｗ

堀

叱
鵠
叫
麗

‐
１

．
豊
熟
１
Ｊ
裂
曳

『
１

〃
訳

交
流
会
の
様
子
剣

棉爺てるで雄を会今典文

瞬;鰯澗Ｉ
しけ蝿にマト|：、ノパ

ん城のみをとをし弓休派術’'1:＃〔て苑，'ｒ新呪

溌溌撫i蕊し

牧人ちす多分すじ菜行Ｉｌｆに欧．災政
市域の。く向るもをう年、な!|,と府
多さ地その身この所ＩｌｉｌＪ１を技ど近し|ﾙＩ

日
本
の
風
土
に
は

木
造
住
宅
が
一
鶴

ｄ会長の大塚さん

滋賀県青年海外協力協会

〒520-2145大津市大将軍17-37
ＴＥＬ･FAXO77-544-5341

会長大塚成尚人数約120人

活動区域滋賀県内設立1977年
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櫓iIIII 1１黙
Ｑ
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Ｉ１
Ｊ▽代表の萩野さん

私
設
ホ
ー
ル
で
地
域
の
方
々
に

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ
を

栗
東
町
の
似
道
１
号
線
の
近
く
に
あ
る
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
の
波
蕊
会
が
開
か
れ
る

ブ
ラ
ー
ム
ス
ホ
ー
ル
。
運
営
し
て
い
る
の

は
脱
姉
で
あ
り
、
雌
で
も
あ
る
蔵
碓
家
の

萩
野
美
智
子
さ
ん
。

画

陣
■
●
ａ
Ｐ
■
●
●

毎

■

●

●
８
．
㈹
雲
●

そ
ろ
そ
ろ
一
人
立
ち
の
時
期
〃

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
視
野
に

２
０
０
０
年
を
迎
え
、
萩
卿
さ
ん
は
、
そ

う
い
っ
た
活
動
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
化
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
「
戎
が
ｆ
の
よ

う
に
思
っ
て
き
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
ホ
ー
ル
で

蝋
一
一
勘

Ｊ
１

ｊ
金

画

米ｉｉ§た七とＩ：忠間を毎

簡葉瀧棚j,濃雄
珊講糊泌織
挫肺芝,,,良牒聖住
まともう環としくいみ
し性兄Ｗｉ境な、、づ心

を儲繋1号ぞ空姪；讐
考だの入洛．、的に蝿
えけ熱にえ役なは境
るで恵優て計１１、へ
時はにしい行本’１の
期な、いく、の先配
がぃＷ，イi二，一流ケ;ＩＩｍＩｉ等

のＦＩＥ
向のね
|三洋て

iii蕊
に融
造織鼠り・

クポ
い

＝雪

▽Ｉ歌の贈り物」
リクエストコンサート

施
主
・
設
計
符
・
施
正
巷
そ
れ
ぞ
れ
』

知
恵
と
熱
意
を
出
し
合
っ
て

雌
近
の
Ⅲ
本
で
は
、
様
々
な
材
蜜
が
使
わ
れ
た
肱
宅
ぷ

期
え
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
雌
候
昨
な
ど
の
間
越
も
起
一
言

て
き
ま
し
た
。
「
川
本
に
は
木
造
住
宅
が
一
番
だ
と
忠
一
『

の
で
す
。
木
造
征
求
に
法
で
今
の
人
が
蝋
む
惟
宅
を
つ

く
る
こ
と
は
吋
能
で
す
。
住
み
心
地
と
曝
境
へ
の
記
涛

‘蝿冒M博識写
／謡

li職難i識
美ボ統ツラ、い広げがなけいが
子ラきう１萩ｉザげ楽ぃ気るつiHl

~蕊鰐蹴るｆ灘,i閏
ィたホん化湖の恩．常ぶの
ァな’｜まを’1§|すいン的らか

償雲零
謁ご

ｰ一

少

＝雪

5Ｊ

＝雪

CＤ

Ｆ

は
縦
に
全
興
の
７
，
８
刺
が
川
州
し
て
い
る
と
か
》

立
場
を
理
解
し
合
い
な
が
ら
相
収
研
錨
を
重
ね
る
会
〈

実
地
見
学
や
実
験
な
ど

体
験
を
通
じ
て
学
習
を
重
ね
る

川
本
の
風
ｋ
に
適
し
て
い
る
木
造
住
宅
の
知
恵
を

い
か
し
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
を
Ⅱ
指
し
て

勉
披
し
よ
う
。
こ
れ
が
木
考
塾
の
設
立
趣
胃
で
す
。

「
Ｆ
を
加
え
れ
ば
災
持
ち
す
る
は
ず
の
化
宅
が
、
Ⅱ

本
で
は
叩
年
か
ら
胴
年
と
い
う
惣
命
で
壊
さ
れ
る

の
は
、
盗
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
両
方
の
無
駄
使
い
で

す
」
と
、
代
炎
の
粁
波
服
さ
ん
は
、
化
活
を
楽
し

め
る
、
本
丸
に
環
境
の
こ
と
を
考
え
た
縦
宅
づ
く

り
が
さ
れ
て
い
な
い
川
本
の
塊
状
を
兄
ば
す
た
め

に
こ
の
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
会
興
は
、
座

験分性水わの嵯築に
な科・のる職をみ):：こ
ど会榊材！､Iji人桝科の
、を法硬１１１ｌさむの活
休開に、家ん方光り

堅き湖剥郎'1蝋
辿突てとへ雌‘汁Ｉ刈

蕊端雛

Ｉ Ｌｌ､嘩零麹‘彦劉i瀧

ブラームスホール

〒520-3047栗太郡栗東町手原8丁目1-2
TELO77-551-2455・FAXO77-551-2456

代表萩野美智子会員300人

活動区域滋賀県内設立1987年



３．４周の伝言板'繕報募集噸

日時・場所・

問合せ先等を

明記の上、

FAXまたは郵送で

センターまで

お寄せください。

(２月１０日締切です）

フォーラム

｢市民が担う
2000年時代の滋賀の
地域経営戦略を考える」

1/２１［金]１９:00～

場所○草津コミュニティ支援センター

内容●2000年時代の滋賀の地域経

営・戦略についてワークショッブ

形式で語り合います

定員③40名先着順

〆切り●1/１７［月］

参加料③500円

問合せ⑳077-562-3526

077-586-1137

同実行委員会事務局/児島

(E-mail:utopia21＠ｍx・biwa・nejp）

エンパワーメントセミナー

自分らしさのセカンドライフ

1/２２[土113:30～15:３０

場所・県立女性センター大ホール

内容○講演とワーク、自分らしく生

きてみたい!そのシナリオを描いて

みませんか。主役はあなたです。

問合せ③077-553-0705田村

077-587-0811野崎

県立女性ｾﾝﾀー 施設ボランティアひまわり会

松下幸之助の知恵に学ぶ

2/１脚19:00～21:0０（開場18:30）

場所③ひこね市文化ブラザエコホール

識”江口克彦氏(ＰＨＰ研究所副社長）

定員⑬340名先着順

入場料③前売り1,000円

問合せ③

TELO748-22-O788FAXO748-22-838C

多賀大社文化振興基金創世塾I陽転の会.。

/北川

一ぐるうぷ”きび"フォーラム一

世語!とつながる
こどもとつながる

2/５［土]13:30～16:００

場所・県立女性センター視聴覚室

内容、私たちに出来る国際ボランティ

アについて話し合いましょう。

問合せ③0748-36-6343

ぐるうぷ"きび"/渡辺

(E-mail:CZSO3136＠nifty.､ejp）

森章吾氏講演会1Ｎ草津

善どものﾛ上り方

2/１１［金]14:00～15:３０

場所・草津コミュニティ支援センター2Ｆ

内容・子どもは必要なときにふさわ

しい方法で叱らなくてはなりません。

子どもの叱り方についてみんなで考

えましょう

定員●30名

参加料③1,500円

問合せ●077-546-4147黒川

(E-mail:y-kuro＠ｍx,biwanejp）

みんなで語ろう11井戸端会議
ひとひと

｢男と女のパー付一ｼｯﾌfｌ
木考塾定例会のお知らせ’～男女共生の職場から見えてくること～

1/２３旧]13:30～16:３０

場所③ピアザ淡海305会議室

講師、酒井哲夫氏(株式会社日本林業

経済新聞社専務取締役､「木のここ

ろ｣編集長）

内容⑬｢環境と木と家づくり」

参力峨⑳正会員無料

その他2,000円

問合せ●

TELO77-525-5609FAXO77-528-5460

木造在来工法住宅を考える会

茜トークサークル第57回例会

｢死をどう生きるか｣pa｢t２

1/２９［土]13:30～16:００

場所○大津市生涯学習センター

内容○テーマ｢死をどう生きるか」

参加ｉｆ③500円

問合せ○077-522-6897

茜ﾄー ｸ事務局/木下

2/１９［土]13:30～16:００

場所③野洲町立中央公民館第１集会室

内容、従来､女性の職場とされてきた看護

介護’幼児教育･保育の分野で仕事をしておら

れる男性4名を語り部として意見交換をする

問合せ○077-588-0668

野洲町女性問題を考える会（つつ

じの会）／伊藤

カウンセリング勉強会

第２水曜18:30～21:００第４木曜10:００

～12:００ひこね燦ばれす/第３水暇

10:00～12:００大津生涯学習センタ

ー/第１土曜13:00～16:0０（1/１６［印
のみ9:30～12:00）志賀町民センター

内容⑲家庭内で「お父さん｣、「お母

さん」がカウンセラーに

参加費、500円（初回無料）

問合せ●0794-27-0313

マザーカウンセリング協会/比佐野

NETWORK「参加しませんか？鰯宅

(一緒に楽しみませんか？

滋賀県教育委員会他後援

こどもスケート謙I室

1/１８〔火]･２１［金]・２５［火]･２８［金］

17:00～19:００(全4回）（彦根YMCA集合）

場所●彦根スケートリンク

内容●技術別少人数グループで楽し

く安全にスケート技術を学ぶ

参加料、6,500円

問合せ、0749-23-1646

(財)滋賀ＹＭＣＡ/斉藤

(E-mail:sigaymca＠pop・biwako､nejp）

鮫吾作りと害節交流会

1/２３旧]9:30鮫子作り１２:00交流会

場所●彦根市民会館2F料理室･会議室

内容⑳中国留学生･研修生と本場の

鮫子作りと春節〔旧正月）交流会

参加料③2,000円学生1,000円(要予約）

留学生招待

問合せ③0749-22-3737

彦根市日中友好協会/宮下

科学遊び

｢ヨーヨー風車づくり」

1/２３［日]13:00～15:００

場所⑦大津市立図書館多目的室

内容●ヨーヨー風車を牛乳パックを

使って作ります。

持ち物●箱のままの牛乳パック2コ/は

さみ/ものさし/鉛龍/黒マジック(太め）

定員○50名先着順(要申込み）

問合せ⑥077-523-2104

大津市文庫交流会/岡村

川柳｢弦｣句会

1/３０［剛13:00～17:００

場所ｅ朝日新聞大津支局会議室

内容③川柳作品の作句と合評

参加料．500円

問合せ、0748-75-2659平賀

身近な自然を楽しみましょう
一第２回

2/６旧]9:00京阪膳所本町駅出発

9:40御用池出発

内容●冬の樹木を木の専門家と一緒

に観察しましょう

問合せ⑳077唐526-2090（FAX兼）

相模川上流の自然を愛する会(仮称)／山崎

(E-mail:yamasaki＠pop,biwako､nejp）

天伽観望会

毎週±暇日19:30～21:３０

場所、ダイニックアストロパーク天究館

内容③県内最大の望遠鏡で宇宙の神

秘を楽しんでいただけます。

参加料②大人200円小人100円

|問合せ、0749-48-1820

1ダイニックアストロパーク天究館

)’ みんなで耕す小学校
｢草の根農業小学校」

３月下旬～11月まで

場所・栗東教室、朽木教室

内容③無農薬、無化学肥料で、約２０

種類の野菜を栽培します

参加料・グループ､家族で年間35,000円
問合せ●077-558-0339

農業小学校をつくる会/関田

※お昼の副食は、いつもみんなで調理しま

す。オニギリだけ持って参加して下さい。

ヒマラヤン・グリーン・クラブ・

国際ボランティア隊員募集

期間＠Ａ班）３/２０［月]～4/７［金］

Ｂ班）３/２０［月]～4/１０［月］

Ｃ班)４/３［月]～4/２８[金］

Ｄ班)４/７［金]～5/５［金］

※７月中旬から８月の約1ヶ月間、樹

木生育状況調査、保険医療、教育

活動などを予定

場所●パキスタン北東辺境地域

内容●(1)植林ポプラ、ヤナギ、果

樹等の植樹(学生･一般）（２）教育女

性の手芸指導、衛生指導(学生･一般）

(3)医療健康診断、疾病治療(医師・

看護婦･医大生）（４）自然エネルギー

発電･簡易浄水道工事等(専門家･一般）

参加費●30万円前後（学生は多少

援助があり）

問合せ●

TELO77-534-0911FAXO77-534-0984

ヒマラヤン･グリーン･クラブ7遠藤

http://www､biwa,nejp／
~ｈ－ｎａｋａｉ/ｈｉｍａｌａｙａｎ・ｈｔｍｌ

アラスカ･オーロラキャンプ

3/２６［日]～4/１［土］

場所③アメリカ／アラスカ

内容③オーロラ観測、犬ぞり体験、

クロスカントリースキーなど

参加料．315,000円

問合せ⑳0749-23-1646彦根YMCA

(E-mail:sigaymca＠popbiwako・nejp）

ｌ ｌｌ

にんな活動をしています］

｢らくだ｣外出支援実績報告

外出したくてもできない障害者やお年

寄りの外出をマイカーで支援しようと、

外出支援ボランティア大津（愛称「らく

だ｣）を設立。活動が知られるにつれ、

利用申込みが急増し、本年度４月～９月の

間に605件、スタッフも13人から26人に

なりました。活動内容は、最寄りの駅ま

での送迎、病院への送迎、観光など様々

で、１時間300円頂く有料ボランティアで

すが大変喜んでいただき、喜ばれること

が励みになり、一緒に楽しんでいます。

医療関係への利用が多いのですが、今後

は当初の目的であった｢社会参加｣のた

めの外出支援に力の配分を少しずつ変更

していきたいと考えています。

問合せ、077-525-9316伏鴬市社会福祉醗絵内）

外出支援ボランティア大津｢らくだ｣/磯谷

５



伊呂波会新春狂言会

、
４

1/２３旧]13:30～14:３０

場所③栗東町立治田西小学校体育館

内容e佐野洋子さん原作、劇団たん
ぽぽ公演

入場料＠前売り3200円当日3,500円
磯入会は1,200円（4歳以上）

問合せ③077-564-2847

草津・栗東おやこ劇場

フォークグループ紙ひこうき15周年記念
FLYＴ○Ｙ○ＵＲＨＥＡＲＴ

ＯｎｅＣｏｉｎＣｏｎｃｅｒｔ

1/２２［土］１回目）１５:00～16:1５

２回目）１８:00～19:１５

場所③ビアザホール

内容．｢どん『０座｣が送る、サドルの

無い一輪車など、楽しい芸と笑い
のスペクタクル

「

こんなことしま～す
Ｌ

【_一緒に考えませんが?－１

、
一
雲
、

Ｇ
お
う
み
ネ
ッ
ト
叫
号
で
助
成

金
制
度
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
、
は
じ
め
に

資
金
あ
り
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
目
的
を
具
体
化
す
る
の
は
、

人
の
力
、
知
恵
の
結
集
で
あ
っ

て
、
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
淡
海

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
、
つ
ま
り
点
か
ら
線
に
結
ぶ

役
割
と
し
て
と
ら
ま
え
て
い
ま

す
。
ま
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
《
フ

の
基
本
は
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、

｜
例
で
す
が
、
私
た
ち
は
行
政

が
人
材
育
成
役
を
担
い
、
市
民

が
一
堂
け
て
、
小
さ
な
子
育
て
支

ご意見やご感想、市民活動について

思うことなど、どんどんセンターへ

お寄せください。

淡海ネットワークセンターへ
ひとこと

一

■可

入場料○3,000円(4歳以上）

問合せ、077-5254578

大岸おやこ劇場/町野

･;･会員募集中：

入会金200円､会費900円/月

で月。
イベント等に

参加された感想も
お待ちしています。

自
然
、
も
っ
と
身
近
な
情
報
。
夜
泣
き
や
卜

決
で
き
る
ん
で
す
。
そ
し
て
、
ず
っ
と
一
緒

悩
み
の
ほ
と
ん
ど
は
、
お
母
さ
ん
同
十
一
で
解

寝
る
子
は
育
つ
と
言
っ
て
も
、
ね
。
育
児
の

く
わ
け
な
い
し
、
子
ど
も
だ
っ
て
嘘
つ
き
で
、

イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
反
抗
期
が
ず
っ
と
続

本
当
に
ほ
し
い
の
は
、
地
域
の
遊
び
仲
間
や

ふ
れ
て
い
て
い
い
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
卜
を
開
い
て
い
ま
す
。

も
の
は
便
利
に
な
っ
た
し
、
育
児
情
報
も
あ
報
を
発
行
し
、
交
流
会
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

か
っ
て
い
る
よ
う
で
見
え
て
い
な
い
こ
と
だ

に
い
る
か
ら
と
、
我
が
子
の
こ
と
を
全
て
分

っ
て
．
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
今
一
番
あ

|蕊欝謡蓮燕
問合せ③077-563-0932

草津コミュニティ支援センター

生き方研究会滋賀交流会

６

大津おやこ劇場第106回例会

｢:キマグレサーカス」稲

1/３０［印15:00～

場所、野洲文化ホール大ホール

内容、テーマは「子どもたちにあの

素晴らしい愛をもう一度1999」

視力にハンディを持ちながらも、

笑顔あふれるメインボーカルの増

田こま江さん。彼女の歌声と語り

が皆さんに深い感動を届けます。
価格は後決め、チケット料金はあ

なたが決めてください。

定員01000名先着順（要整理券）

問合せ③090-8572-3457

｢紙ひこうき｣広報担当/今井

草津コミュニティ支援センター

プラツ．ザ･ビデオ＆トーク

阪神大震災から5年

一心と心つなぎつづけて-椴災外国人支援

チャリティーコンサート

援
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
『
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
お
う
み

は
ち
ま
ん
．
す
ぐ
す
ぐ
』
と
一
言

い
ま
す
。
志
を
同
じ
く
す
る
人

た
ち
で
出
資
を
し
て
運
営
を
行

い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
視
点
で
、
非
営

利
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
充

実
を
望
ん
で
い
ま
す
。

1/１５［±]13:30～（開演14:00）

場所●ひこね市文化ブラザエコホール

内容・各国就・留学生助け合いの会

｢アジア・アフリカミュージカルチー

ム」によるチャリティーコンサート

チャリティー協力券．3,000円

問合せ○0749-23-5517

ひこね国際交流会VOlCE事務局/丹下

次
回
は
「
お
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青年海外協力隊冬のパネル展
＆第８回帰国隊員報告会

草津・栗東おやこ劇場
第１０３回低学年例会

｢100万回生きたねこ」

Ｄ

０Ｉｃｅ

1/１５［土]12:00～19:OC

1/１６［日110:00～16:OＣ

1/１６［日］･2/１３［印13:30～16:００

場所③ウイングパレス草津

内容、幸せで健康な生き方についての勉強会

参加料③500円(会場費等）／初回無料
問合せ⑧0748-48-4262

生き方研究会滋賀交流会/松井

パネル展

2/１４［月]～２５［金]9:00～15:００

(土･日･祝日は休み）

場所○滋賀銀行彦根駅前支店

帰国隊員報告会

2/２６［±]14:00～17:００

場所③彦根勤労福祉会館

内容○パネル展では途上国の人々と

ともに、若い汗を流す隊員の姿を

多数紹介。報告会では言葉も文化

も異なる人々との仕事や生活など

の体験報告、その他ありのままの

途上国をお伝えします。

問合せ⑥077-528-3061

滋賀県総務部国際課青年海外協力隊
プラザ･淡海/坂下

｢ままさんはうす」

場所○大津市伝統芸能会館

内容●狂言師木村正男社中のメンバ

ーが､彦根､京都、大阪､東京から

集まるｃ京大、同志社の学生の狂
言も同時に発表

稲田静美

(竜王町）

問合せ⑦0749-37-4323

(E-mail:hotaozaw＠ｍx・biwa､nejp）
小沢



わくわく市民活動ゼミナールの記録をまとめた淡海ネットワー
クセンターブックレットＮ○.9を発行します。
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第3回おうみ市民活動交流会のお知らせ フォーラムのお知らせ
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『私たちはそこの市民|でありたい』
様々な分野で自主的な活動に取り●日時３／５（日）
組む団体やグループが集い、活動１３:３０～１６:3０

~企業等と市民活動団体とのパートナーシップを組むための課題を探る～

身近な地域で企業等とNPOが､共に市民と日時>１月20日（木）
して対話し協力し、いかに協働しあえば １３:30～１６:３０

鵜豊；で鯉裟蕊欺磐紳ビｱザ淡海2Ｆ
を進める上での知識やノウハウを●場所滋賀県立女性センター
交換･交流し、またネットワークを（近江八幡市）

形成することを目的に開催します。②内容基調報告と分科会
と市民活動団体を交えて探っていきます。定員●100名先着順■甲■守守守りゆ｡■｡ｅ●●ｐＢｐｃｐｅ●●●●■■■Ｃｅ●●●■●q●●ＧＧＤ●●●■●■●●●●ｑ●■●早●●■●p①印｡●■●□●■●●■●■●｡●●b●●凸■●■●■ら●●●a●凸曲●■●■凸●●■●■●■●▲■凸曲■■曲曲▲■●＆■■－■▲■●■｡｡凸■曲■凸■■I

M聖澗自｜
｢人も元気・活動も元気・地域も元気の3元気になるためには｣(仮題）

基調講演１３:35～１４:０５

｢いま熱してきた市民としての協働」
講師⑳田代正美氏[(財･)経済広報センター総務部長兼国際広報部長］報告者：安藤周治さん（ひろしまＮＰ○センター副会長）

パネル・ディスカッション１４:１５～１６:３０

｢>炎海の地で実を結ぶ協働の仕組みづくり」
囲詞劃分科会での事例発表は､一般に広く募集して行います。
第１分科会「i盾報ネットワークとネットワーキング．」（仮題）

パネリスト⑨

依光勇夫氏〔関西日本電気(株)取締役支配人］

辻純男氏Ｉ(株)びわこ銀行業務部主任推進役］

藤井絢子氏［滋賀県環境生活協同組合理事長］
西尾久美子氏［(財)淡海文化振興財団運営会議委員・

日本消費生活アドバイザー滋賀ネットワーク代表］
田代正美氏［(財)経済広報センター総務部長兼国際広報部長］
ｺｰデｨﾈｰﾀｰ④仁連孝昭氏｜(財)淡海文化振興財団運営会談座長

滋賀県立大学環境科学部教授］

コンピューターネットワークや人と人とのつながりであるネッ

トワーキングの関係を市民団体の情報発信と絡めて議論します。

第２分科会「なぜ法人化するのか、法人化しないのか」（仮題）

特定非営利活動促進法が施行されて1年。ＮＰ○法人や法人化して

いない団体の現状や課題を聞きながら、市民団体のめざす方向

を議論します。

第３分科会「資金を確保するための方策を探る」（仮題）

市民活動団体が活動していく上での資金獲得の手段、方法、資 ※参加された方にはアンケート調査の結果をお渡しします。

窯勤金提供者との関係などを議論しますｃ ブックレットNos発行
フリートークサロン１自由参加、3,000円

集後記

、お問合せ電話、FAX､E-maiIで淡海ネットワークセンターまで

｢NPOと市民社会~権保険制度を通じて考える~｣(ケアｾﾝﾀー.やわらぎ石lll治江氏）
lllll300｢【Ｉ（送料別）です。ご希望の方はセンターまで。淡海ネットワークサロン参加者募集

ﾘ羨毒遜帳菱鶏
今回のサロンはピアザ淡海で開催します。

参加費はお茶代として２００円です。

先着２０名ですので興味のある方は

お早めにセンターまでお問合せ下さい。

'･２月号の表紙]お正月はどんな｢遊び｣をしましたか?彦根
では昔から、コタツでカロムを楽しむ家庭がたくさんあります｡「カロム」
とは、大正末期から昭和初期にかけて日本に伝えられたとされるボードゲ
ームですが、今では彦根地方にしか残っていません。このカロムを、地域
ストックとして(社)彦根青年会議所が注目したのが､今から12年前。簡単
なルールで誰でも楽しめるゲーム競技として､「カロム日本選手権大会｣を
毎年開催。そして昨年11月には、「日本カロム協会」を設立｡全国各地にカ
ロムを普及すべ<活動しています。最近では学校や公民館､老人会などで
大会が開かれ、ますます注目度が高まってきています。一度やったら誰も
がとりこになってしまうカロム。カロム盤の貸し出しもやっていますので、

是非一度挑戦してみませんか？お問い合わせは、日本カロム協会(社)彦根
青年会議所内、ｔｅＩ（0749)22-7522ｆａｘ（0749）22-9018
URLhttp:"www3.biwakqne,jprcarome-maiIcarom＠pop､biwako､nejp

し蕊播拠聯？＜

地域・活動のI情報を受発信フリーマーケットでの交流
～ミニコミ紙づくりについて～～魅力あるスペースづくり～

(財)淡海文化振興財団Ｉ

淡迩ネットヮークロ二:ﾉ'三ﾉー

日時●2/5(土）１３００～15:0０日時●1/28(金)１９:00~21:００
ゲスト池田陽子さんゲスト●九里学さん
（ミニコミ紙｢無憂の側主宰）（おうみﾌﾘー ﾏー ｹｯ|､実行委員会）

共催●日本消費生活アドバイザー共催●LARD○ＣＬＵＢ５７
滋賀ネットワークネットワーク

新輝あけましておめでとうございます｡舎年もよろしくお願いします。集後記

〒ら印‐ＯＳＤ･Ｉ大津市におの浜１‐｡1-巳ロ

T層ＬＯﾌﾌーＳ２４Ｂ４４０Ｉ目ＡＸＯﾌﾌーS24pB“量

編

今回の特集は、センターにボランティアについて寄せられたメいろと皆さんと考えていきたいと思いますので、今回の特集に
－ルがきっかけです。最近は、ボランティアという言葉がすっついて何かご意見．ご感想がありましたら、ぜひ淡海ネットワ
かり市民権を得て、様々 な場面で使われていますが、それによ－クセンターまでお寄せください。また｢こんな特集をしてほ
る誤解も多いと思います。そのことはＮＰＯという言葉にも言しい」というご要望もお待ちしています。次号の発行は３月１日
えることかもしれません。ですが、いろいろと使われていく中です。３月は、女性センターでおうみ市民活動交流会をします。
で整理されていくものではないかと思います。これからもいろたくさんの方とお会いできるのを楽しみにしています。

ビアザ淡海２Ｆ

ご利用日時●月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/２９～１／Ｓ渥除く）
火～金曜日/ｇ:００～１９:ＯＯ土・日曜日､祝日/ｇ:００～１７:００

一口~一一
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